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大木操旧蔵の山岳写真・ガラス乾板165枚
写真
大木 操
1969年6月19日（アルバムは1979年3月19日）

大木操が1912〜1914（大正 1〜3）
年に撮影した旧蔵の山岳写真。ガラ
ス乾板165枚（手札判146枚、キャビ
ネ判19枚）、目録、原版焼き付け写真
アルバムである。「組み立て暗箱カメ
ラ」で撮影したもので、ガラス乾板の
それぞれに、写真原版が添えられて
いる。原版目録は、1〜16（山域、日時）
の項目からなり、1-1……16-12まで
ある。アルバムは、大木が晩年に整
理したものと思われる。各写真に詳
細な説明が添えられている。どれを
とっても、黎明期の登山を知る上で
貴重なものばかりである。
写真①、大木である。写真②、大
木の写真で最も有名な「河童橋のウェ
ストン夫妻」。写真③、「7. 20‥三角池
のキャンプ」。写真④、「8. 6‥前穂高
岳頂上にて」、氏名が記されている。
写真②は、前穂高岳より下山後の翌7
日、上高地で撮影したもの。

なお、日本山岳会ホームページ→委
員会活動→資料映像委員会→所蔵資料
紹介へとアクセスすると、「会報ページ
そのもの」を拡大して見ることができま
す。活用ください。また、公開資料に関す
る情報・ご意見・ご教示など、下記まで
お寄せください。
jacshiryo102@jac.or.jp

大木 操（おおきみさお）
（1891 〜 1981年）
東京生まれ。東京府立第四
中学校、旧制第一高等学校
へ進む。一高時代に登山を
趣味とした。東京帝国大学
法科大学独法科卒業後は官
僚、政治家として活躍。退
任後は、東京都副知事を務
めた。

①10-10（大木操）
「‥8. 17　帰京後の登山姿‥
手に着茣蓙を巻いた金剛杖‥
肩に手札型カメラと雑嚢‥
腹に黒兵古帯を巻いている‥
カビネ写真革箱と登山用竹行李」

②8-1　「‥8. 7　河童橋のウェストン夫妻‥
上条嘉門次、根本清蔵」

③12‥-1　「 7. 20　三角池のキャンプ‥
モルゲンロートに輝く剱、立山」

④7-7　「8. 6　前穂高岳頂上にて」
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